
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

平成２３年 5月 5日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）： 
視覚誘導性自己移動感覚についてその残効、効率的に駆動出来る刺激の特性について明ら
かにした。さらに、歩行行動とベクションが自己移動感覚に対して線形加算ではないこと
を明らかにした。トレッドミル上で拡散刺激、収束刺激などのオプティカルフローを観察
すると、前進の歩行行動と一致する拡散刺激におけるベクションは促進されるが、一致し
ない収束刺激ではベクションが抑制される。すなわち、歩行行動とベクションが合致しな
い場合に、ベクションは大幅に減衰してしまうのである。  
 
研究成果の概要（英文）： 
Stimulus attributes that are effective for vection induction have been examined and 
vection aftereffect was reported first time in vection research. When locomotion and 
vection is presented, they are not integrated linearly for the total self-motion. If vection 
and locomotion are inconsistent, vection is highly inhibited. 
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１．研究開始当初の背景 
 
 視覚誘導性自己移動知覚（以降ベクション
とする）についてはその研究の歴史は浅く多
くの事がわかっていない。そのため、ベクシ
ョン駆動のためのノウハウ、刺激特性につい
て明らかにすること、ベクションそのものに
ついての特性を明らかにすることが必要で
あった。さらに、自己移動感覚を支えるもの

には、視覚以外にも歩行という身体性の感覚
も存在する。そこで、自己移動を総合的に考
える際に、歩行とベクションの統合がどのよ
うに行われているのかを明らかにする事が
求められていた。 
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 ベクションの特性を明らかにし、ベクショ
ン駆動の為の効率的な刺激特性を明らかに
し、さらに、歩行行動とベクションとの関係
を明らかにすることが本研究の目的であっ
た。 
 
 
３．研究の方法 
 
 さまざまな視覚刺激によって、ベクション
の強度を記録し、どういった刺激が効率的に
ベクションを駆動するのかについて明らか
にした。具体的には、刺激特性のうちで、色
に注目した場合、色のタイプのうちどのよう
な色が効率的にベクションを引き起こすか
を明らかにした。 
 ベクションの計測は、生起中のボタン押し
時間を記録し、生起時間の刺激時間にしめる
割合を算出し、割合が高いほど、効率的にベ
クションが生起していたことを示すものと
した。 
 歩行とベクションについては、トレッドミ
ル上で前進歩行させた状態で、前面にプロジ
ェクタで視覚刺激を投影した。これによって、
ベクション刺激と歩行行動を同時に実現し
た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 実験環境の模式図 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 ベクションの刺激の模式図 
 
 
４．研究成果 
 
 まず始めに、ベクション駆動のための効率
的な刺激特性についてわかったことは、 
 

(1). 図と地という要因で刺激区分したさい
の知覚的に地になる部分がベクションに有
効 
(2). 赤色はベクションを抑制する 
(3). 刺激の複雑さが増すとベクションを効
率的に駆動出来る 
(4). 照明光が安定している方がベクション
を安定して駆動出来る 
(5). 注意が向けられているほうがベクショ
ンには有効 
(6). 鼻側網膜に投影される鼻側への運動が
ベクションにとって最適な運動刺激となる。 
 
ということである。これらは国際学会雑誌に
て既に発表を行っている。 
 
次に、ベクションそのものの特性であるが、
ベクションは刺激が消失した後にも数秒間
の間残存することを報告した。この現象を
我々はベクション残効と名付け世界に先駆
けて報告した。（Vection Aftereffect, VAE） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 VAE の結果の図  
運動残効（灰色のバー）よりもベクション残
効（黒色のバー）の方が有意に長い。すなわ
ち、運動印象が無い時間にもベクションが残



存することがはじめてわかった。 
 
 
 
 最後に歩行とベクションの関係であるが、
歩行行動を行いながらベクションを計測す
ると、歩行の進行方向とベクションの生起方
向が合致する場合にベクションは促進され、
合致しない場合に、ベクションは抑制された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 ベクションと歩行行動の結果 
黒いバーは歩行有り、灰色のバーは歩行無し
の条件。黒いバーは潜時で長く、持続時間で
短く、主観的強度で小さい値になっている。
それらは歩行有り条件で、歩行無し条件に比
べてベクションが弱かったことを示してい
る。 
 
 
 
 歩行行動は前進のみを用いたので、ベクシ
ョンが前進以外の場合の方向に生起すると、
ベクションは大幅に減衰する。一方で、前進
方向のベクションが生起する場合、歩行行動
はベクションを促進した。 

 
 以上の事より、ベクションと歩行は単純な
線形加算によって自己移動感覚を支えてい
るわけではないことが明らかになった。方向
などの要因を加味した非線形な加算が行わ
れているようである。 
 
 ベクションの強度を強くすれば、ベクショ
ンの加算における重み付けは重くなるとい
うことを実験で確かめた。しかしながら、強
度と重み付けの重さはベクションの生起方
向ごとに異なることも明らかになった。すな
わち、ベクション、歩行、総合的な自己移動
感覚は複雑な要因のもとに決定されている
ことが明らかになった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
以上のことから、ベクションを総合的に捉え
直したものを図に示した。 
ベクションは意識に上る部分と、意識に上ら
ない身体制御成分とによって支えられてい
る。 
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